
令和５年度第３回学長選考・監察会議＜議事要録＞ 

 

日 時  令和５年６月２２日（木）１６：２７～１６：５５ 

場 所  本部棟５階 大会議室（対面及びオンライン） 

出席者： 大西議長，久保田委員，髙塩委員，谷口委員，秦委員，三輪委員， 

丸橋委員（法文学部長），河添委員（教育学部長），磯村委員（人間科学部

長），伊藤委員（総合理工学部長），上野委員（生物資源科学部長） 

欠席者： 鬼形委員（医学部長） 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ：千家監事 

陪席者： 藤田理事，藤波理事，総務部長，総務課長，総務課係長 

 

議決事項１．学内意向調査実施委員会の設置について 

議長及び事務局から，学内意向調査実施委員会の設置について資料に基づき説明があ

り，審議の結果，原案通り議決された。 

 

議決事項２．学内意向調査の実施に係る付託事項（学内意向調査心得）について 

議長及び事務局から，学内意向調査の実施に係る付託事項（学内意向調査心得）につい

て資料に基づき説明があった。また，７月２４日開催の学長選考・監察会議においてオン

ラインによる学内意向調査の事前テストの結果報告を予定しており，その際，新たな付託

事項について議論される可能性があるため，本件は７月２４日に再度提案する旨の説明が

あった。 

審議の結果，原案通り議決された。 

 

協議事項１．学長選考の基準について 

議長及び事務局から，学長選考の基準について資料に基づき説明があった。 

 

委員５名から，内容に異存はないとの発言があった。 

 

委員から，「２．期待される役割」（１）「豊かな人間性」を「豊かな創造力」に変更し

た理由について質問があり，続けて，大学憲章等からさらに表現を盛り込める可能性があ

るのではないかとの意見があった。 

事務局から，「人間性」を「創造力」に変更したのは，元の「３．対応すべき課題」に

記載されていた「豊かな創造力を持つ学生を育成する」という表現を活かしたためである

との説明があった。続けて議長から，「人間性」という表現をどう扱うのかは再度検討し

たいとの発言があった。 

 

議長から，今回提案した基準の骨子は変えずに進めるが，文言の修正について意見があ

れば提案するよう依頼があった。 



 

報告事項１．令和５年度学長選考・監察会議スケジュールについて 

議長及び事務局から，令和５年度学長選考・監察会議スケジュールについて資料に基づ

き報告があった。 


